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負ミュオンを物質中に照射して発生するミュオン特性 X線は、各元素に特有のエネルギーを有

しているので、元素分析に利用することができる。照射するミュオンは運動量を選択し、“見た

い”箇所を選択的に観測することができる。ミュオン特性X線のエネルギーは、一般に蛍光 X線

のエネルギーの約 200 倍高く、リチウムの場合には 18.83 keV(Kα)である。従って、このミュオ

ン特性 X線を用いた元素分析の手法を用いて、電池の内部に存在するリチウムを検出することが

できる。より具体的には、リチウムイオン電池の 1)電池反応に寄与するリチウムの移動や、2)負

極に析出する金属リチウム析出を観測することができる。電池を動かしながら 1)と 2)のリチウム

を各々捉えるオペランド観察について、これまで J-PARC で実施されてきた取り組み [1-4]とこれ

からの展望について紹介する。 
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